
野付半島や道東の

自然公園での緊急課題

r

要
旨野

付
半
島
は
、
道
東

の
お
花
畑

で
は
頑
張

っ
て

い

る
自
然
公
園
と
思

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の

一
、

二
年
、

い
ろ
ん
な
事
態
が
起

き
対
策

に
追

わ
れ
る
よ

う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の

一
つ
は
、

セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ
の
侵
入

で
、
在
来
種

の
ノ
サ

ッ
プ

マ

ル

ハ
ナ

バ
チ

へ
の
ダ

メ
ー
ジ
だ

け
で
な
く
、
盗
蜜

に

よ
り
花
粉
が
運
ば

れ
な
く

な
る
こ
と
な
ど
、
道
東
全

体

の
お
花
畑

に
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
す
。
次

に
、

北
海
道

で
初
め
て
の
鳥

イ

ン
フ

ル
エ
ン
ザ

の
発
生

、

オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ

の
飛
来

は
道

東

の
湿

地

も
同
様

で
、
関
係
者
を
心
配

さ
せ
て
十
分

な
警
戒
が
求
め
ら

れ

て
い
ま
す
。
野
付
半
島

で

の
緊
急
課
題
を
通
し
て
、

道
東
全
体

の
も

の
と
提
起

し
ま
す
。

セイヨウオオマルハナ

バ チの侵入

1
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野
付
半
島
と
は

野
付
半
島
は
北
海
道

の
東
端
、
知
床
半
島
と
根
室
半
島

の
中
間
に
位
置
し
、
根
室
海
峡
に
突
出
し
た
全
長
約
二
八

㎞
の
日
本
最
大

の
砂
階
で
す
。
特
徴
は
狭
い
範
囲
に
、
森

林

・
草
原

・
湿
地

・
干
潟

・
淡
水
池

・
ア
マ
モ
場
な
ど
多

様
な
環
境
が
混
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
動
植
物
が
生

息
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
野
付
半
島
は
ト
ド
ワ
ラ

・
ナ
ラ

ワ
ラ
な
ど
の
特
有
の
自
然
景
観

に
富
み
、
学
術
的
価
値
か

ら
も
貴
重
な
場
所
と
し
て

一
九
六
二
年
に
道
立
自
然
公
園

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
度
の
高

い
多
様
な

湿
地
環
境
が
、
日
本
で
も
有
数
の
鳥
の
繁
殖

・
越
冬

・
中

継
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
夏
か
ら
秋
、
網
を
打
た
せ
て

い
る
時
に
は
動
力
を
使
わ
な
い
、
打
瀬
舟
と
呼
ば
れ
る
三

角
帆
の
舟
に
よ
る
ポ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
漁
が
評
価
さ
れ
、

二
〇
〇
四
年

一
一
月

に
は
北
海
道
遺

産
、

二
〇
〇
五
年

一

一
月

に
は
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

ニ

マ
ル

ハ
ナ
バ

チ

と
は

ま
く

し

も
く

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
は
、
膜
翅
目

ミ
ツ
バ
チ
科

マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
類

の
総
称

で
す
。
個
体
数

は
北
半
球

の
寒
帯
か
ら
温
帯

に
多
く
、
北
方
起
源

の
大
型

の
花
蜂
だ

と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

マ
ル
ハ
ナ

バ
チ

の
体

は
ミ
ツ
バ
チ
よ
り

一
回
り
大

き
く
、
体
表

は
部
分
ご
と

に
黒
色

・
茶
色

・
白
色

・
黄
色

な
ど

の
長

く
て
ふ
さ
ふ
さ
し
た
毛

で
覆

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
色

彩
パ
タ
ー
ン
は
種
ご
と

に
特
徴

が
あ
り
、
種
を
同

定

す
る
手
が
か
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
は
、

ミ
ツ
バ
チ
と
同
じ
よ
う

に
、
女
王

バ
チ
を
中
心

に
集
団
生
活
を
す
る
社
会

性
昆
虫

で
す
が
、

多
年

性

の
ミ

ツ
バ
チ
と
違

っ
て
、

コ
ロ
ニ
ー

(女
王
バ
チ

を
中
心
と
す
る

一
家
族
)

の
持
続
期
間
が

一
シ
ー
ズ
ン
だ

け

の
、

一
年
性

の
生
活
史
を
持

ち
ま
す
。
朽
木
や
土
中

で

越
冬
し
た
女
王

バ
チ
は
、
春
先

に
目
覚

め
、
木

の
穴

・
人

工
物

の
壁
や
す
き
間

・
ネ
ズ

ミ
の
古
巣
な
ど
を
利
用
し
て

巣
を
作
り
、
産
卵
し
ま
す
。
最
初

に
羽
化
し
た
働
き
バ
チ

た

ち
が
餌
集

め
や
育
児

を
担
当
す

る
よ
う

に
な
る
と
、
女

王

バ
チ

は
産
卵

に
専
念

し
、
次

々
に
働

き
バ
チ
を
産
み
、

コ
ロ
ニ
ー
を
成
長
さ
せ
ま
す
。
晩
夏
を
過
ぎ
る
と
、

コ
ロ

ニ
ー
で
は
新
女
王

バ
チ
や
雄

バ
チ
が

羽
化

し
ま
す
。
新
女

王
バ
チ
は
、
他

の
巣

か
ら
生

ま
れ
た
雄

バ
チ
と
交
尾
し
た

の
ち
地
中

で
冬
眠
し
ま
す
。
そ

の
頃
、
創
設
女
王
バ
チ
は

死

に
、

や
が
て
働

き
バ
チ
や
交

尾
を
済

ま
せ
た
雄
バ
チ
も

死
ん
で

い
き
ま
す
。

こ
う
し

て
、
毎
年

春

に

一
頭
の
女
王

バ
チ
を
中
心
と
し
て
創
設
さ
れ
た

コ

ロ
ニ
ー
は
、
秋

に
は

交

尾
を
済
ま
せ
た
数
十
頭

の
新
女
王

バ
チ
だ
け
を
残

し
て

崩

壊
し
ま
す
。
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ま
た
、

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
は
、
餌

の
す

べ
て
を
花

か
ら
得

る
花
蜂
で
す
が
、

ミ
ツ
バ
チ
の
よ
う

に
仲
間
同
士

で
情
報

交
換
を
し
て
集

団
で
餌
を
集

め
に
行
く

の
で
は
な
く
、
巣

の
中

の
そ
れ
ぞ
れ
の
個
体

が
、
季
節
ご
と

に
自
分

の
専
門

の
花

を
決

め
、

そ
の
種
類
の
花
ば

か
り
を
次
々
に
訪
花
す

る

の
で
す
。
例

え
ば
、

セ
ン
ダ

イ

ハ
ギ
を
専
門
に
決

め
た

個
体

は
主

に
セ
ン
ダ
イ

ハ
ギ
ば

か
り
を
訪
れ
て
蜜

や
花
粉

を
集

め
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
植
物

に
と

っ
て
、
同

じ
種

の

他

の
個
体

に
、
確
実

に
花
粉
を
届

け
て
も
ら
え
る
、

と
て

も
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。
特

に
、
[
マ
ル

ハ
ナ

バ
チ
媒
花
」

と
呼
ば

れ
る
、

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

で
な
け
れ
ば

う
ま
く
蜜

に

あ
り

つ
け
な

い
よ
う
な
進
化
を

し
て
き
た
、
細
長

い
花
管

を
持

っ
た
花

や
、
下
向
き
に
咲
く
花
、
複
雑
な

つ
く
り
の

花
な
ど
に
と

っ
て
は
、

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

の
い
る
、

い
な
い

が
種

の
存
亡

に
か
か
わ

っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い

ま
す
。

し
か
し
、
近
年

の
北
海
道

に
は
、
植
物

と

マ
ル

ハ
ナ
バ

チ

の

「持

ち

つ
持

た
れ

つ
の
関
係
」

に
水
を
さ
す

セ
イ

ヨ

ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

の
脅
威

が
迫

っ
て
き
て
い
ま
す
。

三

セ
イ

ヨ
ウ

オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ

チ
と

は

セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
は
、
体
長

一
〇
～
二
〇

㎜
、
鮮

や
か
な
黄
色
と
黒
の
縞
模
様

と
、
真

っ
白
な
お
尻

が
特
徴
的
な
大
型

の

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

で
す

(写
真

1
)。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

・
北

ア
フ
リ
カ

・
西
～
中
央

ア
ジ

ア
に
広
く

分
布

し
、

人
工
飼
育
法

の
確
立

以
降
、
農
作
物

の
花
粉
媒

介
用

に
商
品
化

さ
れ
、
世
界
中

で
利

用
さ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
で
は
主

に

ハ
ウ
ス
ト

マ
ト

の
受
粉

を
助

け
る
目
的
で

一
九
九
二
年

か
ら
本
格
的

に
導

入
が
開
始

さ
れ
、
現
在

で

は
そ

の
コ
ロ

ニ
ー
が
大
量

に
輸

入
・
販
売

さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
、

ハ
ウ
ス
ト

マ
ト
を
実

ら
せ
る
に
は
、

ホ
ル

写 真1セ イ ヨ ウオオ マルハ ナバ チ(写 真提

供 東 京大 学保 全生 態学研 究 室)

花:ア カツ メクサ

モ
ン
剤

と
呼
ば
れ
る
植
物
調
節
剤
を

一
つ

一
つ
の
花

に
手

で
散
布
し
て
、
強
制
的

に
ト

マ
ト
を
結
実
さ
せ

て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
方
法

で
は
農
家

の
手
間
が

か
か
る
上

に
、
受

粉
し
な

い
で
実
が
作
ら
れ
る
た
め
、
種
無
し
で
空

洞

の
多

い
不
格
好
な
ト

マ
ト
と
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

こ
う

し
た

農
家

の
手
間
を
省
き
、
品
質

の
高

い
ト

マ
ト
を
生

産

す
る

た

め
に
利
用
さ
れ
た

の
が

セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

で
す
。

こ
の

ハ
チ
の
お
か
げ

で
、
ト

マ
ト
の
受

粉
効
率

が

飛
躍
的

に
高
ま
り
、
少

な

い
労
力

で
美
味
し
く
、
さ
ら

に
、

施
設
内

で

ハ
チ
を
利
用
す

る
た
め
、減
農
薬
が
促
進

さ
れ
、

安
全
な

ト

マ
ト
の
供
給
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

し

か
し
、

一
方

で
、
導
入
当
初

か
ら
、

こ
の
外
来

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

の
野
生
化

に
よ
る
生
態
系

へ
の
影
響

が
懸
念

さ

れ
て
き
ま
し
た
。
特

に
、

こ
の
種

は
競
争
力
が

強
く
、
在

来

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
の
衰
退

を
も

た
ら
す
可
能
性

が
あ

る
と

考

え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
残
念
な
が
ら
、

ハ
ウ
ス

か
ら
逃
げ
出
し
た
と
思
わ
れ
る
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

の
野
生

の
巣
が
、

一
九
九

六
年

に
日
高
支

庁
門
別
町

(現
日
高

町
)
で
初
め

て
確

認
さ
れ
た
こ
と
で
、

そ
の
懸
念

は
現
実

の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

以
来
、
北
海

道

を
中

心

図1セ イ ヨウオオ マルハ ナバ チ の道 内に お ける生 息状 況(2008

年9月 現在)

に
分
布

が
急
速

に
拡
大
し
て

い
ま
す

(図
1
)
。
こ
の
た
め
、

二
〇
〇
六
年

に
国

は
、

セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
を

外
来
生
物
法

で

「特
定
外
来
生
物
」

に
指
定

し
、
飼
育

・

保
管

・
運
搬
等

を
規
制
す
る
と
と
も

に
、
飼
養
者

に
対
し

て
は
野
外
逸
出
防
止

の
適
正
な
施
設
を
整
備

し
、
管
理
を

行
う

こ
と
等

万
全
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
義
務

づ
け
ま

し
た
。

四

セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ

チ
の
野
生

化
に
よ
る
悪
影
響

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
が
野
生
化
す

る
こ
と
に

よ

っ
て
引

き
起

こ
さ
れ
る
悪
影
響
は
、
次

の
四
点

に
整
理

さ
れ
ま
す
。
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(
一
)
餌
資
源
や
営
巣
場
所
を
め
ぐ
る
、
在
来

マ
ル
ハ

ナ
バ
チ
と
の
競
合

セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
が
優
占
す
る
地
域

で

は
、
同
じ
亜
属
に
属
す
る
エ
ゾ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
個

体
数

の
減
少
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
高

い
競
争
能
力

で
在
来

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
を
駆
逐
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

(
二
)
送
粉
生
態
系
の
か
く
乱
と
植
物

の
繁
殖
阻
害

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
は
、
比
較
的
舌
が
短
い

た
め
、
蜜

の
た
ま

っ
て
い
る
部
分
に
花

の
外
か
ら
不
正
に

と

ンつ

穴
を
開

け
、
花
粉

を
運

ぶ
こ
と
な
く
蜜

だ
け
を
飲

む
、
盗

み
つ蜜

と

い
う
行

動
を
し
ば

し
ば
行

い
ま
す
。

こ
れ

に
よ

っ
て

花
粉
は
運
ば

れ
ず
、
花

は
種
子
を
作
る

こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
さ
ら

に
、

セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ
が
在

来

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ
を
駆
逐

し
て
し
ま

っ
た
場
合
、
そ
れ
ま

で
舌

の
長

い
在
来

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

に
花
粉

を
運

ん

で
も

ら

っ
て
い
た
植
物
が
、
種
子
を
生
産

で
き
な
く
な
り
、
減

退
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

(
三
)

在
来

マ
ル

ハ
ナ
バ

チ
と

の
交

雑

実
験

に
よ

っ
て
、

セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

の
雄

が

一
部

の
在
来

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
と
交
尾
、
受
精
す

る
こ
と
、

そ
し

て
受
精
卵
は
発
育

で
き
ず
艀
化
し
な

い
こ
と
が
確

か

め
ら
れ

て

い
ま
す
。

こ
の
種
問
交
雑

に
よ

っ
て
在
来

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

の
繁
殖
が

か
く
乱
さ
れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

(
四
)
外
来

寄

生

生
物

の
持
ち

込

み

セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ
の
商
品

コ
ロ
ニ
ー
の
輸

入
に
伴

い
、
外
国
産

の
寄
生
生
物

が

一
緒

に
日
本

に
持
ち

込
ま
れ
、
在
来

の

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ
に
感
染

す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
実
際

に
商
品
個
体
か
ら
寄
生
ダ

ニ
が
発
見
さ

れ
て
お
り
、
感
染
が
広

ま
る
と
、
在
来

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

の

衰
退

を
引

き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

五

セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

の
野
付

半
島

へ
の
侵
入
と
定
着

野
付
半
島

に
は
八
種
類

の
在
来

マ
ル

ハ
ナ
バ

チ
が
生
息

し
、
春

か
ら
秋

ま
で
百
花
練
乱

の
原
生
花
園

で
、
餌

を
集

め

る
姿
が
頻
繁

に
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
植
物

と

マ
ル
ハ

ナ

バ
チ
が
強

い
パ
ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

で
結
ば

れ

た
成
果

と

も

い
え
ま
す
。

し
か
し
、

二
〇
〇
七
年
五
月
、

野
付
半
島

で
以
前
よ
り
懸
念

さ
れ
て
い
た
、

セ
イ

ヨ
ウ
オ

オ

マ
ル
ハ

ナ

バ
チ
が
初
捕
獲

さ
れ
、
専
門
家

の
同
定
を
受
け

た
結
果
、

侵
入
が
正
式

に
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、

東
京
大
学

保
全
生
態
学
研
究
室

の
調
査

に
よ
り
、
同
年

八
月

に
は
野

付
半
島

の
海
岸
草
原

で
、

セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

の
野
生

の
巣
が
発
見
さ
れ
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
定
着

が
確

認

さ
れ
ま
し
た
。
(後

に
野
付
半
島

ネ
イ
チ

ャ
ー

セ

ン
タ
ー

所
蔵

の
画
像

か
ら
、
二
〇
〇

六
年

六
月

に
セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
が
写

っ
た
も
の
が
見

つ
か
り
、

野
付
半
島

へ
の
侵
入

は
お
そ
ら
く
二
〇
〇

六
年
ご

ろ
か
ら

と
推
定

さ

れ
ま
す
。
)

二
〇
〇
七
年

か
ら
ニ
シ
ー
ズ

ン
の
調
査

の
結

果
、

二
〇

〇

七
年

の
セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

の
捕

獲
数

は

一

八
頭

(女
王

バ
チ
は
四
頭
)
、

二
〇
〇

八
年

の
捕

獲
数

は

一

一
四
頭

(女

王
バ
チ
は

二
七
頭
)
と
な
り
ま
し
た

(図
2
、

3
)
。
目
視

で
は
、
在
来

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
の
出
現

に
対
し
て
、

セ
イ

ヨ
ウ
オ

オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

の
出
現
頻

度

は
ま
だ

低

く
、
侵

入
の
初
期
段
階

に
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま

す
。
し
か

し
、
一
年

で
女
王

バ
チ

の
捕
獲

数
が
七
倍

に
増
え

た

こ
と
、

捕
獲
範
囲

が
広
が

っ
た
こ
と
で
、
野
付
半
島

で

の
セ
イ

ヨ

ウ
オ
オ

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

の
分
布
拡

大
が
着
実

に
進
行
し

て

い
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
ま
す
。

日
高

町
で
の
調
査

に
お
い
て
、

セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ

ナ

バ
チ
が
初

め
て
目
撃
さ
れ

て
か
ら
四
年
目

に
、
個
体
数

巳イヨウオオマルハナバチ痛獲数(07㌧ 全体)
(懸繕灘鵬NC翻べ)

10計9月8月7月6月5月捕獲数

718250312007年

セ イ ヨ ウオオ マ ルハ ナバ チの野 付 半 島 にお け る捕獲 数 と捕 獲

場所(2007年)

図2

が
急
増
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
野
付
半
島
で
は
侵

入
初
期
段
階
で
あ
る
今
が
、
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
対
策
を
本
格
的
に
行
う
べ
き
重
要
な
時
期
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
捕
獲
に
最
適
な
時
季
は
春
で
、
女
王
バ
チ

が
冬
眠
か
ら
覚
め
た
頃
を
狙
う
の
が
効
果
的
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

六

ノ
サ

ッ
プ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

へ
の
影
響

野
付
半
島

に
は
北
海

道

の
希

少
種

に
指
定

さ

れ
て

い

る
、

ノ
サ

ッ
プ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ
が
生
息
し

て
い
ま
す
。

ノ

サ

ッ
プ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

は
、
体
長

一
〇
～

二
〇

㎜
、
真

っ

黒
な
体

に
、
首

と
腹

の
中
央

に
黄
色

の
帯
を
持

つ
、
非
常

に
美

し

い
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

で
す

(写
真

2
)
。
世
界
で
も
北
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図3

海
道

の
根
室
半
島

と
野
付
半
島

、
千
島

列
島
中

南
部

の
み

の
、
非
常

に
限
ら
れ
た
地
域
だ
け
に
生
息

し
て

い
る
種

で

す
。
北
海
道

で
は

一
九
五
三
年

に
根
室
半
島

の
納
沙
布
岬

付
近

で
初
め

て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ノ
サ

ッ
プ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
は
セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
と
同
じ
亜
属

に
属
し
、
情
報
は
乏
し

い
も

の
の
、

セ

イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
と
よ
く
似
た
生
態
的
特
性
を

持

っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
ノ

サ

ッ
プ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

の
生
息
域

に
セ
イ

ヨ
ウ

オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
が
侵
入
す
れ
ば

、
競
合

に
よ

っ
て
ノ

サ
ッ
プ

マ

ル

ハ
ナ

バ
チ

の
個
体
群

に
大

き
な
影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
野
付
半
島

で
も
今
後
定
着
が
進

め
ば
、

セ

イ

ヨ
ウ
オ

オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
が
優
占
種

と
な

る
お
そ
れ
が

大
き
く
、
そ

の
場
合
、
希
少
な

ノ
サ

ッ
プ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

が

こ
の
地
域
か
ら
絶
滅
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

こ

の
た
め
、
現
在

の
侵
入
初
期
段
階

で
セ
イ

ヨ
ウ

オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

の
捕
獲
を
徹
底
し
、
定
着

を
防
ぐ
こ

と
と
、
侵

入
経
路

を
絶

つ
た
め
に
、
す

で
に
定
着

し
た
周
辺
地
域

で

の
駆
除

を
徹
底
的

に
行
う

こ
と
が
必
要

で
す
。

な

お
、

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
と
ノ

サ
ッ
プ

マ

ル

ハ
ナ
バ
チ

は
体
長
や
体
毛

の
カ
ラ
ー
パ
タ
ー

ン
が
非
常

に
似

て
い
ま
す
。
特

に
ノ
サ

ッ
プ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

の
働

き

バ
チ

で
、

お
尻

の
先
端

に
白

い
毛
を
持

つ
個
体

と
の
、
識

別
が
難
し

い
場
合
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
誤
認

に
よ
る
捕
獲

が
、

ノ
サ

ッ
プ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

に
大
き
な
ダ

メ

ー
ジ
を
与

え
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
細
心

の
注
意
が
必
要

で
す
。

野
付
半
島

ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
を
防
ぐ
た

め
、
両
種

の
見
分
け
方
を
示
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

や
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
を
行

っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
半
島
内

で
の
セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
の
目
撃
情

報
を
広

く

求

め
て

い
ま
す
が
、
ま
ず

は
捕
獲

せ
ず
、
目
撃

情
報
の
み

を
お
知

ら
せ

い
た
だ
く
よ
う
、
呼
び

か
け
し

て

い
ま
す
。

七

道
東

の
自
然
公
園

へ
の
拡
大

道
東

は
多
く

の
自
然

公
園

を
有

し
ま
す
が
、
近
年
、
多

数

の
地
域

で
セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

の
侵
入
や
分

布

の
拡
大
が
聞

か
れ
始

め
ま

し
た
。
二
〇
〇
八
年
秋

に
は
、

つ
い
に
世
界
自
然
遺
産

の
知
床

の
特
別
保
護
地
区

で
も
セ

イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ
が
確
認
さ
れ
、
厳

し

い
自
然

の
中

で
絶
妙

な
バ
ラ

ン
ス
で
保
た
れ
て
き
た
生
態
系

に
、

セ

イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

の
危
険

が
迫

っ
て

い
ま

す
。野

付
半
島

で
は
、
セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル
ハ
ナ

バ
チ

の
定

着
が
確
認
さ
れ
た
二
〇
〇
七
年

よ
り
、
東
京
大
学
保

全
生

態
学
研
究
室

・
環
境
省

・
根
室
支
庁

・
別
海
町

・
野
付
半

島
ネ
イ
チ

ャ
ー
セ
ン
タ

ー
で
協
力
し
、
セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ

ル

ハ
ナ

バ
チ

の
捕
獲

・
調
査
や
デ

ー
タ
の
収
集
、

シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
や
観
察
会
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

二

〇
〇
八
年

に
は
野
付
半
島

外
来
生
物
対
策
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
地
域
住
民
と
協
力
し
て
野
付
半
島

の
在
来

種

を
守

る
活
動
や
、
セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
と
在

来

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

の
見
分

け
方

や
、
捕
獲
時

の
留
意
点
な

ど
の
勉
強
会
を
行

っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道

で
作
成

さ
れ
た
、
外
来
生
物
法

に
基

づ
く
防
除
実
施
計

画
で
取

り

組

ま

れ
て

い
る
、

セ
イ

ヨ
ウ
オ

オ

マ
ル

ハ
ナ
バ
チ

バ
ス

タ

ー
ズ
と

い
う
活
動

に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

長
年

に
わ
た

っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
、
在
来

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ
と
植
物

の
関
係
が
、

セ
イ

ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

の
競
争
力

の
強
さ
や
、
盗
蜜

で
崩
れ
て
し

ま
わ
ぬ
よ

う
、
手
遅

れ
に
な

っ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、
周
辺
地
域
と
協

力

し
て
早
急

に
対
策

を
講

じ
、

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て

い
ま
す
。
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